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目 的　 就 業 する 母 親の 増 加tz よ っ て、 家庭 で の 父 親 母 親の 役 割が 曖 昧 に な っ て き て い る、

子ど も 達 は、 父 親 母 親を ど のよ う な 役割 を 果 たし てい る 人 と 見、 又、 どの よ う な 役 割を 期

待し て い るの か。 さ ら に、 果 たし てい る 役 割か ら ど の よ うな イメ ー ジを 抱 い て い る の か明

ら か に す るこ と に よっ て、 核家 族 の。 母 親が 働 く 時 代 の 親 の 役 割を 探 ろう とし た。

方 法　 県 庁 所 在地 の 住 宅 地・ 商 業 地 等 を 含 む 大規 模 小 学 校 の　5, e年 生 を 対 象 に貫 問 紙 法

に よっ て 行っ た。 親 の 役 割、 イメ ージ、 親 への 願望 を 求 ぬ る 質問 から 成り 立っ てい る。 調

査は、1991 年　９月 に 実 施さ れ た。

結果　 （１） 父 親 は家 族 の 中 心的 存 在で あり、 一 緒 に 遊 ん だり ス ポ ー ツを し て く れ る 存 在

で あ るが、 勉 強 相手、 具 体 的な 世 話や 看 病、 し つ け、 相 談 相 手 は 母 親 であ る。 （2 ）母 親 が

無職 の 家 庭で は 母 親が 勉 強 を 見て やり、 家 事を こな し てい る が、 有 職 の家 庭 で は、 両 親以

外 の 人が 協力 し てい る。　（3 ）父 親 には 仕 事熱 心、 強い、 明 る い、 や さし い など、 母 親 に は

明､る い、 家 庭 的、 話 や すい、 頼り にな る な ど の イメ ー ジ を符 っ て い る。(4 ）父 親 より 母 親

は、 □ う るさ い が 子ど も に 理 解 と 思い や り が あ り 家 庭的 で 教 育熱 心 で あ る と 見 て い る。 反

面、 父 親 は 母 親 より 自 分 勝 っ て で あ る が 強 い と 見 ら れ て い る。 （5 ）男 の 子 は 女 の 子 よ り 父

親 に対 し て 厳し い とい う イメ ージ を 持っ てい る。(6) 勉 強 を 見 る と か 慰 め る と い う 役 割 を

果 たし て い る 父 親 に 対し て 思い や りが あ り 家 庭 的 で あ る と い う イ メ ー ジ を 持 っ て い る。 と

い う よ う に、 父 親 の 果 たし てい る 役 割 と イメ ー ジ と の 間 に 若 干の 相 関 が み ら れ た。 （7) 厳

し く 叱 る 父 親 に 対し て や さ し くし て ほし い と い う 願 望 が 出 さ れ た。
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